




























組成や分布変化の要因解明への貢献が期待される (Fujiwara et al., in-press)。 
 	 一方、チャクチ海の北部海盆域においても、海氷減少に対する植物プランクトンの群集構造の応答を、2008−
2010 年の観測で得られた植物プランクトン色素のクラスター解析により評価した。2008 年は 2009 年および 2010


















Figure 2. チャクチ海北部海盆域における、8–9 月の優占植物プランクトン分類群と、海氷融解タイミング（カラーバー）分布
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